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カブカの「城」に関する試論
xxv. Kの主張をめぐる覚書(2)
Versuch uber Franz Kafkas Schloss 
XXV. Notiz um K's Meinungen (2) 
新潟歯学部芳野 昇
Noboru YOSHINO 
The Nippon Dental University， Hamaura-cho 1-8， 
Niigata 951-8580， JAPAN 
(2005年 1月1 日受理)
Resumee 
K's Meinungen bestehen nicht nur aus seiner optimischen Uberzeugung， sondern auch aus seiner 
egoistischen Absicht und aus seinem herausfordernden Willen， wirklich sind die Meinungen sich 
selbst nichts anders als einige Themen im > Schloss < von Kafka. Obwohl er auf die haretische 
Bahn in deutscher Literatur lauft， ist K teils Fausts Nachfolger von Goethe， teils Tonios Genosse 
von Mann und ahnlich wie > Steppenwolf< von Hesse， aber K ist genauso ein moderner Mensch， 
der viel leereres Innen in sich hat und in viel einsamerem Horizont wie versteinert dasteht. 
Schlusselindexworter: Arbeiter， Enttauschung， Freiheit， Hoffnung， Kampf， Ver1angen 
Zukunft 
1 
Ernst Blochは「希望の原理J(Das Prinzip Hoffnung) 
で「我々は何者か。何処から来たのか。何処へ行くのか。
我々は何を待っているのか。何が我々を待ちうけているの
かJ1)，と>未だ存在していないもの(das Noch Nicht Seien-
de)くへの希望を志向していたが，筆者は以前にカフカの
「城jの主人公Kの主張をめぐる覚書をまとめた時に，その
総括として，この Blochの弁証法に論拠して， I城」全踊を
通じて， Kの猪突猛進して生きる姿勢から，不安な社会要
因や価値観の定まらない現代社会における実存の問題，自立
した自己実現や自己確立の可能性，あるいは自己認識の可能
性を言及した。また作品の舞台として東欧社会に限定した場
合，多民族国家で歴史的な重構造社会における疎外された個
人の自由，民族の解放問題も抽出できた。また Kの執揃な
行動力や挑戦する形姿から未知なる社会や未意識な社会への
参加，参画の可能性，あるいは不可能性を論点に加えること
ができた。更に城と村の構図から官僚制，むしろ組織と個人
という力学的関係が枚挙でき，いわゆる共同幻想の問題も指
摘できた。ただ過渡的で予見的なだけに，大方は未解決で拡
散したまま未来へ， 21世紀へ投企される希望の原理なるも
のが暗示されている，とすでに覚書した2)。
本稿では，その再確認と補遣を兼ねて，主人公Kの主張
に再び焦点を合わせて作品分析して，覚書してみる。
2 
2.1.第4章，フリーダの後見人>女将との (Kの)最
初の会話(Erstes Gesprach mit der Wirtin ) <の中で，長官ク
ラムに比べて主人公Kは自分を何者でも無い(Nichts )，
と遠慮しながらも，当のフリーダと女将を前にして，大胆に
も恋人にしたフリーダとの今後について，他ならぬクラムと
直に話し合いたい，と言い正すのであった。豪気一点張り
で，>人生と人聞をよく知り抜いた(mit grosen Lebens-und 
Menschenkenntnis ) <女将に手を焼いてか， Kはまずは「僕
の立場は不安定(unsicher )なのですJ刊と自分の真意と
卑下の気持をくり返し語っているが，女将はすでに Kの性
急で，>反抗的で子供ぽさ (trotzig，kindisch)くを見抜いて
いるのであった。「貴方はどうやってこの村で寝泊りする場
所(irgendwo im Dorf ein Unterkommen) を見つけるのさ，
犬小屋だって見つけてご覧Jペと挑発されてか， Kは持前
の強気と軽率さで， I僕のために聞けていてくれる実に良い
2 日本歯科大学紀要第35巻
寝床 (rechtguten Nachtlager)があるんですJ5l，とぬけぬ
けと村八分のパルナパス一家 (bei8arnabas)の名を告げ
てしまうのであった。フリーダと女将は異口同音に拒絶をこ
めて「あんなま交滑な下司達(die abgefeimten Lumpen)パ
ルナパスの所だとさjへと女将を絶叫させる羽目になるの
であった。結局，パルナパス一家への Kの接近がフリーダ
との絶交の原因となり，他ならぬ Kの無頓着と無節操がそ
の誘因となったのである O ともかくも>僕の立場は不安定な
のです<の発言は手強い女将から同情を誘う Kの弱気の表
明でもあるが，何よりもこの村での Kの実体験からくる自
覚であり，作品全体を通じての依然として不定で，全てに不
安定な Kの立場の実情に他ならない。つまり常に中途半端
で，宙吊りの状況こそがこの作品と Kの結末を暗示している，
と同時にこの状況こそ作者カフカが自認した人間存在の状況
であり，正しく現代人の運命とも理解できょう。
2.2. Iだってお役人ゾルデーニさんのやり方による熱意に
よって (durchden Eifer von 8eamten von Herrn Sordinis 
Art) (僕の事が)一つの大きな事件になってしまったので
す。残念ながらも大変私の意に反して (sehrgegen meinen 
Willen)なのです。と云うのは僕の意欲(野心)は僕に該
当する大きな書類の山積みを生じさせたり，崩させたりする
ことでなく，下っぱの測量技師として (alskleiner Land-
vermesser)小さな製図机で気持安らかに(ruhig )仕事を
することなのですJ7)。この第5章>村長のところで(8eim 
Vorsteher)くにははっきりと Kの本音(下心)が主張され
ているが，すでに第2章>パルナパス(8arnabas ) <でX
局長官(Klamm)からの測量技師採用の成否を証明する一
報を手にして，確かならずも，認可する城との関係から>見
せかけの村の労働者 (scheinbarerDorfarbeiter) <に成るの
ではなく， Iただの村の労働者として，出来る限り城の役人
方と遠く身の距離をおいて(いれば)， (きっと)城の何物
に到達できた (Nurals Dorfarbeiter， moglichst weit den 
Herren vom Schlos entruckt. war er imstande etwas im Schlos 
zu erreichen) Jへと自戒を込めて語っている。絶えずこの
村での定住をめざし，果敢に行動し尽くし，疲労困懲もする
Kの本心は意外に，むしろ本来はささやかな生活者(労働
者)としてこの寒村で安穏と余生を送ることだったのだろ
うか。しかしながら， Kの意に反してか， Kの城のある村
への到着は陰と陽にわたって過剰(過大)な騒動となり，
問題がますます錯綜し，真相が薮の中となり， Kは迷路に
立って，悪戦苦闘する羽田となり，全ては未解決のまま作品
が中断されたのである。いずれにせよ，大いなる野心家 K
が半面に希求していた，フリーダと村でのささやかな結婚生
活が期待されていて，何よりも「域j執筆前の 1921年に友
人 Max8rodへ宛てた当時のカフカが抱いていた 3つの願
望，おおよその健康で，どこか見知らぬ南の国(パレスチ
ナ)でささやかな生業(商売)を営んで暮らしたいへと
云う，ついに果せずに 3年後に病死した作者カブカのこの願
望と重ね合せることができ，読者はしみじみとした感慨に耽
ることとなろう O
2.3.村の正式な測量技師の是非は Kの風来より以前から，
この寒村での重要政策課題であり，>城の娘<を妻に持つ野
心家ブルンスブィックがその採用を画策し，どうやら改革派
の急先鋒で，守旧派の村長が>測量技師は必要ない
( unnotig ) <，と自説を展開してきた強行さに反対する首謀
者なのであった。そして第 5章>村長のところで<は Kを
測量技師として採用する旨の長官クラムの手紙の成否をめぐ
る，村長と Kの交渉の場面に他ならなかった。「私(K )は
測量技師として採用される筈ですし，しかもすでに採用され
たのです，ここにクラムの手紙がありますJlへと使者を自
称するパルナパスが持参したクラムの手紙を証拠立てる K
に対して，村長は確かに長官の手紙は重要で，署名も貴重だ
が，>公文書でなく，私信(keine amtliche Zuschrift， sondern 
ein Privatbrief) <にすぎなししかも当の Kが測量技師と
して採用されたとは一言もなく (mitkeinem Worte 
gesagt )，頑なに K との見解の相違を説き，全ての裁量は自
ら(村長)にあると，あくまでも Kの採用を認めない，と
決め込んでいるのだった。事件や保障に当たっての証拠書類
の精査こそ作者カフカの職務に他ならなく，立場による当該
書類の信j慢性の解読こそカフカの責務であったにちがいなく，
災害補償をかけた交渉をめぐる職場でのカフカの有能ぶりが
ここの場面からまず推察できょう O ともかく事の時が明かな
さに早くも嫌気と弱気の感情を込めて， Iそれじゃあ(僕が
この村から) 放追されるまで，すべては実に暖昧で未解決
のままの結果となりますね (Sobleibt dann als Ergebnis弓
das alles sehr unklar und unlosbar ist bis auf den 
Hinauswurr) Jll)，と自らの行手を予感し，自らの定めを予
見する羽目となるのだった。ただ Kは決して諦めるのでは
なしむしろ奮気して，村の測量技師の不要論を喧伝する村
長を向こうに回して可逆手にとって，フリー夕、との村での生
活権を敢然と要求して， I僕は城からのいかなる賜物をでは
なく，僕の権利 (meinR巴cht)を欲しているのですJlへ
と主張して，あくまでも村人として自活する権利を要求して
止まなかったのである O
2.4.第6章>女将との 2回目の会話 (ZweitesGesprach 
mit der Wirtin ) <で本当の役人 (einwirklicher 8eamte)， 
長官クラムとの面談を執助に要求する Kはその仲介を頼む
女将に，勝手ながら，極めて一方的で直裁に自らの主張を語
っている。「まず始めに僕は彼(クラム)を間近かに見て，
それから彼の声を聞き，彼が私達の(フリーダとの)結婚
にどんな風に関わるのか知りたいのです。おそらくその時，
僕が伺を彼に頼むかは，話し合いの成り行きに(Verlauf 
芳野 カフカの「城」に関する試論 3 
der Unterredung)関わります。いろんな事柄に話が及びう
るでしょうが，僕にとって最も重要な事は (dasWichtig-
ste)僕が彼に向かい合っていることなのです。(中略)し
かも彼と私人として (als einem Privatmann)話す責務(
die Pt1icht)が僕にありますし，僕の考えによれば，このや
りかたで容易に(僕の要求を)押し通すことができますか
ら(dieses ist meiner Meinung nach viel leichter durchzuset-
zen) J問。フリーダとの愛情関係はあくまでも個人的な問題
として処理したい Kのこの意向，できるだけ全ての問題を
個人的に対処したいと云う主張は Kの本分であり，その聞
に介在する人事はあくまでの目的達成の手段と見なす， K
の持前とする合理主義，むしろ利己主義が強く展開されてい
る。そして Kのこの強引な主張，むしろ反抗心に閉口して
いる女将に対して敢然と，かつ決然とクラムとの面談への自
らの姿勢と決意を「僕の決断は固いですし，たとえ拒絶する
返答があっても，僕はそれ(僕の決断)をやり抜くでしょ
うJ14)，と Kは言明するのであった。総じて，この Kの確
固とした決意の背景には世事にわたって公私混同をできるだ
け避けようとする，職員カフカの処世観と，何よりもこの
「城j執筆当時の作者カフカの決意>限界への突進(An-
sturm gegen die Grenze ) <と重ね合わすことができょう。
2.5.それまで以上に自由に (freilichfreier als jemals ) 
村での行動ができた Kは紳士荘で>クラム待つ (DasWar-
ten auf Klamm ) <の場面が設定されたが，自由(diese Frei-
heit) と引換えに，やはりクラムとは面会できずに， Kはま
たしても「あたかもこの自由，この待機，この不可侵性以外
の無意味の事，絶望的な事 (alsgabe es gleichzeitig nichts 
Sinnloseres， nichts Verzweifelteres als diese Freiheit， dieses 
Warten， diese Unverletzlichkeit) J同，と云う無為と徒労の結
末に立たされるのであった。そして当然，測量技師の正式な
認可も暖昧のまま，フリーダを通じてクラムに接近できるは
ずの Kの目論見は果されず，心ならずも村の小学校の小使
の職務を与えられる羽目となった。狭い教室でフリーダと，
二人の助手までが同居する様相は滑稽さと風刺に満ちた，作
者カブカ一流のブラックユーモアーである。こうした不甲斐
ない Kの下ではフリーダも魅力なし萎れてしまついて，
Kはしきりに焦燥感を掻き立てられるのであった。「依然と
して君はクラムの恋人であり，僕の妻には程遠い。時折この
事が僕を全く意気消沈させ (ganztrube)，そんな時にはあ
たかも全てが失われ，見捨てられた気持 (allesverloren) 
になるのです。やっと初めて村にやって来た，当時の本当に
希望に満ちた(hoffnungsvoll )あの気持ではなく，正気に
(im Bewustsein)期待はずれの失望だけが (nurEnttau-
schungen)僕を待っていて，僕は順番にそれら(の失望)
を最後の糟まで (biszum letzten Bodensatz)味わい尽く
さねばならない羽田になるのですJI6)，と大いに誇張して，
また皮肉を利かせて，謬着状態の現状に落胆し，まるでフリ
ーダにその責任があるかのように八つ当たって， Kは自分
の感情 (dasGefuhl)を露わにするのであった。
2.6.しかし，心身ともに袋小路に立つ Kへの援護として，
すかさず，少年ハンス，パルナパスの父親の弟子で，村の測
量技師招轄を画策した張本人プルンスプイツクと彼の妻>城
の娘<との，息子ハンスが登場して， Kに語りかけてくる。
どうやら父親のプルンスプイツクは村長との対立の際は K
の強力の味方なってくれ (anseine Seite)， Kはこのプル
ンスプィック一家の客 (Gastin Brunswicks Halise) とし
て支援を受けられる，と云うハンスの話に Kは半信半疑な
がらも>新たな，疑いなく不確かで，完全に根拠がないが，
もはや (Kにとって)忘れがたい希望(neue， zugegebener-
masen unwahrscheinliche， vollig grundlose， aber nicht mehr 
zu vergessende Hoffnungen < 17)を抱き始めるのであった。そ
してやがてはプルンスプィックの妻が城出身の女性(diese 
Frau kommt vom Schlos)であり，>城の娘(巴inMad-
chen aus dem Schlos)であるが故に，城当局への接近を第
一義とする Kにとっては，パルナパス一家以上にこのプル
ンスプイツク一家が自分の運命を決定づけること，と予感し
始めていたのだろう。 Kのこうした反射神経が俊敏で，徹
底した利己主義的な変わり身の早さにあきれてか，しきりに
ハンスの母から城への道筋を聞き出そうとする Kの臆面の
無さに対してフリーダは「もはや決してクラムが貴方の目標
ではないのだわ(es ist ja nicht einmal mehr Klamm Dein Ziel 
)J円とすでにフリーダの心を看過した Kの利己的な変心
を見抜いていたのであった。更に I(あくまでも)クラムへ
向かう道を(めざすの)ねj川，とフリーダは反語的に問い
正すと， Kはフリーダの真意をまだ見抜けずにか， I確かに，
クラムへ向かうのさ，いったい他に何処に行くというのさ(
Zu Klamm， gewis， wohin denn sonst) j20)，とぬけぬけと言
って抜ける Kの一面の無節操さと慢心に近い無神経さが露
呈されていて，この時点、でフリーダは Kへの決別への意志
を固めていった，と考えられよう。
2.7.しかしながら，しだいに坪が明かない状況が続き，
まるで袋小路で行き当たりに俳佃せざるをえない Kにとっ
て，パルナパス一家やハンス少年の母，プルンスプイツクの
妻，>城の娘くへの接近は不可欠な行動であっただろうが，
さりとて長官クラムへの道におけるフリーダの価値は捨てが
たく，当然にフリーダへの依存度を Kは再確認するのであ
った。第 17章で姉オルガが語る妹>アマーリアの秘密(
Amalias Geheimnis) <の中でKは赤裸々に自分の信念を主
張している。「すべてのことは僕はフリーダにj層、恵を蒙って
いる。このことは議論の余地はない。なるほど僕はこの地で
測量技師として採用されたが，しかし，このことは表向きの
ことだけで， (村人は)僕をペテンにかけて，どの家からも
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僕を追い出して，今日もまた僕をペテンにかけたし，ことは
だんだん面倒になってきて，僕はある程度その規模全体を把
握している。そしてこのことすべては何事か，ほんの少しだ
けにせよ，僕は一つの宿泊場所 (einHeim) と一つの地位
と本職(巴ineSteUung und wilkliche Arbeit) を持ち，許嫁
がいて，僕が他の仕事を持てば，彼女は職務(8erufsar-
beit )を僕の代わりにやってくれて，僕は彼女と結婚して，
村の一員となるでしょう (ichwerde sie heiraten und 
Gemeindemitglied w巴rden) j2l)o f也ならぬ Kとフリーダとの
一面，劇的で情熱的な避遁と別離， Kの一面の限りなき思
慕は作者カフカの人妻ミレナへの立ち切れがたい思慕と重ね
られていることは確かであるし，何よりも結婚して，村人と
して生活しようとする Kの意欲と決意が主張されていて，
この主張は「城」執筆当時の晩年のカブカの果せぬ慎ましや
かな希望に他ならなかった。
2.8.パルナパス一家の妹娘アマーリアだけが唯一例外で，
この城下に生きる村人達すべてが抱く不可視で不可解な城の
権力や権威をパックボーンとする>当局への畏怖(むしろ
恐怖) (die Ehrfurcht vor der 8ehord巴)<は解放されてい
ない民衆の潜在意識であり，前近代的な社会構造の生活感情
であり，そして人聞社会の持つ不合理性の現象に他ならない。
この東欧の一寒村に時として起きうる，アマーリアの事件に
代表される権力や権威の行使に対して，無批判と無抵抗であ
りながら，ひたすらその非人間的な強権，非情，非干しを嘆願
や従順によって回避しようと試み，あるいはひたすら恩情に
身を委ねる覚悟，つまりは現状打開そのものは見せかけの処
世術にすぎなしそれ自体は錯覚であり，ついには無残な徒
労に終始することを Kは体験的に見極めたのだろうか，パ
ルナパス一家の姉娘オノレガにそのことを見せかけの域の使者，
弟パルナパスの評価をめぐって説得しているのであった。
「もちろん僕も君と同様に彼(パルナパス)によって惑わさ
れてきたし，彼に向けられた希望(Hoffnungen )も，彼に
よって蒙った失望(Enttauschungen )も両方ともただ彼の
言葉からの話で，つまりは全く根拠のないことだった訳さ
(also， fast gar nicht begrundet waren) J2l。
2.9.主人公Kの生きる姿勢は永遠の異邦人になりかねな
い現状を打破して，正当な村人として，皮肉や風刺としての
永遠の測量技師ではなしあくまでも村に依属して，当面は
フリーダとの慎ましやかな生活を願望すると云う，未来志向
に他ならない。この一面素朴な生きる姿勢は第3章でのフリ
ーダとの劇的で宿命的で，かつ奇妙に作為的でもあり，また
空虚な愛情交感でもあった初会の場面からの Kの偽らぬ主
張であった，と理解できょう。「フリーダさん(Fraulein 
Frieda) ，過去(の戦い)ではなくて，むしろ未来の戦い
が話題となりましょう(spricht nicht so sehr der vergangene， 
als der zukunftige Kampf) j23)。この Kの一面一途な未来志
向はパルナパス一家に対して決定的で生理的に嫌悪するフリ
ーダを最後まで説得する Kの主張でもあった，と考えられ
よう。「僕は(パルナパス一家へ)行かねばならないのさ。
君(フリーダ)も承知してるように，僕達の共通の未来の
ためにね (ichmus hingehn， wegen unserer gemeinsamen 
Zukunft， wie Du weist) j24)。この主張は Kのフリーダに対
する愛情(愛着)の強さということもさることながら，何
よりも Kの旺盛なる自己実現への意欲(意志)，と理解で
きょう。それは作者カフカの生きる姿勢，他ならぬ未完の大
作「城」執筆当時の致命的な病魔に襲われながらも残された
生命を燃焼させて，一途の希望を持って，限られた余生に果
敢に突進するがごとし立ち向かつて生きるカフカの姿勢が
反映していることは確かである。
2.10.別離したフリー夕、への Kの未練がましい執着は作
者カフカのミレナへの愛着に比して論ぜられようが，中断さ
れたこの作品「城」の最終章，第 25章で Kは当のフリーダ
が自分の下を何故離れていったか，いまだに疑心暗鬼で，確
固たる了解も，断固たる決断もできずに，臨時にフリーダの
後釜で紳士荘の女給を務めたペピーに Kは強がりに似た自
己主張というよりは，狼狽し，困惑した，諦めに近い心境を
しみじみと述懐している or僕は君(ベビー)と同様に，な
ぜフリー夕、が僕の下を離れたか(warum Frieda mich verlas-
sen hat)，しっかりと説明できない。最ももっともらしい説
明は君が触れもしなく， (弱音に)つけ込んだりしなかった
説明，どうやら僕が彼女(フリーダ)を構わず、放って置い
たことだ (dasich sie vernachlassigt habe) 0 僕が彼女を
構わず、放って置いたことは，それは残念ながら本当だが(
Das ist leider wahr)，しかるべき特別ないろんな理由があ
ってさ(aber das hatte besondere Grunde)，もし彼女が僕
の所に再び、戻ってくれば，僕は幸運といえようが，すぐにま
た僕は彼女を構わず、放って置き始めるさ (ichware gluck-
lich， wenn sie zu mir zuruckkame， aber ich wurde gleich 
wieder anfangen sie zu vernachlassigen)。それはそうさ。
彼女が僕の所にいたからこそ，僕は君の臨調笑をかった(村
中の)俳佃を絶えずしていたのであって (da sie bei mir 
war， bin ich immerfort auf den von Dir verlachten Wanderun-
gen gewesen)，彼女が立ち去った今，僕はほとんど失業状
態で (fastbeschaftigungslos)，疲れていて(mude)，ます
ます全くの無為失業を欲している状態なのさ(Verlangen 
nach immer vollstandigerer Beschaftigungslosigkeit ) j2S)。
主人公Kの依然として徒労に似た俳佃，遍歴を暗示して，
作者カフカはこの大作を放置してしまった。それ故に自称測
量技師Kのフリーダとの最終的な結末はもちろん， Kの行
方は多様に仮説でき，憶測できても，明解に測量できず，舞
台のこの村は正に長い冬眠に入っていき，すべては停滞した
まま，放置されてしまったと，云えよう。
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信念や意欲あるいは意志が時として利己的な思惑や挑戦的
な執念に，そして楽天的な要求に基づいた主人公 Kの様々
な主張はそれ自体この作品の主題を構成する要素に他ならな
い。未完ながらも，少なくとも 25章まで展開されている K
の形姿は総じてドイツ近現代文学の直線軌道上にないにして
も，おおよそゲーテの>フアウスト<の後育に位置していて，
同時代の作家トーマス・マンの>迷える俗人<に類した>迷
宮で徒労する異邦人<であり，ヘルマン・へッセの>荒野の
狼<に類した>辺境を放浪するアウトサイ夕、ー<に準れよう。
そしてより虚無なる内面とより空虚なる地平に立ち尽くす現
代人の諸相がカフカの未完の長編小説「城」には叙述されて
いる，と云えよう O
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